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【１】西塔さん連載企画！～第５回「自分の企画を提案するには」文 西塔大海さん（さとのば大学講師） 
 
コロナ禍の落ち着きと共に、地域にイベントが戻りつつありますね。 
協力隊の皆さんの中にも、企画を準備している方もいることでしょう。 
 
自分で考えたイベント企画で、決裁（許可）をもらうために、大切なことはなんでしょうか？ 
「情熱」「信頼貯金」「根回し」！？ 
必要な要素は多いのですが、「企画書」を書くことは外せません。 
 
行政の場合、イベントや企画を実施するには必ず企画書が求められます。起案とも言います。 
役場の職員さんのデスクに積み上げられている画板に挟まれている書類がそれです。 
 
協力隊からは「書類をつくるのは面倒くさい」という声も聞きますが、行政には文書主義という

原則があります。避けては通れません。企画起案の作成ができるようになれば、自分の企画を提案
できますし、任期後も役場と仕事がしやすくなります。ぜひ、挑戦してみましょう。 
 
このスキルを身につけるステップは 3つです。 
まずは慣れること。それには、他の職員の書いた決裁書類を読ませてもらうことです。 
「文書作成を勉強したいです」といえば、職員さんは決裁書類を回覧してくれるかもしれません。 
 
次に、雛形をもらって自分でも書いてみます。 
役場の企画書にパワポは不要です。Word(A4)に、タイトル、実施概要、目的、日時、場所、対象、

募集方法、準備スケジュール、当日の内容を簡潔明瞭に書きます。前例にない企画であれば、追加
情報が求められることもあります。 
 
最後に、担当職員に持って行き、赤ペンチャックを入れてもらいましょう。 
イベントを実施すべき理由が曖昧だったり、開催までの計画が不十分だと指摘されるはずです。

文書の体裁を直されることもあります。 
 
企画書を書けるようになることは、自分の仕事を作れる大きなステップです。協力隊のうちに挑

戦してみてください。 
 
■ 西塔大海（さいとうもとみ） 

合作株式会社取締役 さとのば大学講師 

1984年山形県生まれ。2013年、福岡県上毛町に移住し地域おこし協力隊として活動。その

後、地域おこし協力隊の支援・制度設計の専門家として、全道各地の自治体で導入・活動・起

業の支援に携わる。また、各地域での移住促進・空き家活用・人材育成などの地域プロジェク



トマネージャーの経験を活かし、提言やアドバイザーを努めている。 

○さとのば大学 https://satonova.org/prospective/ 

○西塔さん Facebook https://www.facebook.com/saito.motomi 

 

【２】他の協力隊とつながりたい方必見！① NPO法人Qucurcus～イベント出店のお誘い！ 

NPO法人Qucurcus（ククルクス）は、芽室町地域おこし協力隊OB・OGが設立した法人で、持続

可能な未来へつながる地域全体の発展を目指し、芽室町や十勝管内の地域で、まちづくりを推進す

るための情報収集・発信、移住定住の促進、就労支援などを行っています。 

 

今回、Qucurcusさんからイベント出店のお誘いがありましたのでご紹介します！ 

 

2020 年から 7 月～9 月の土日に開催されている、「めむろプラニング」主催の「ちいさな森のマ

ルシェ」。ちいさな森を活用したゆるいピクニックイベントで、毎回、道内から 10～20出店あり、

雰囲気や居心地の良さからリピーターが多く、十勝では知る人ぞ知るイベントになっています。 

このイベントに、昨年「ちいさな森の北海道地域おこし協力隊」と題し、現役および OBOG の隊

員が出店するイベントを開催したところとても好評だったため、今年も同様のイベントを開催する

ことにしました。 

概要は以下のとおりです。 

 

○日時：9月 10日（土）10:00～16:00（設営・搬入は 7:30から可） 

○場所：芽室町上芽室基線4番地 11（めむろプラニング東隣の敷地） 

○出店料：1,000円（金銭を受領しない出店は無料） 

○有料貸出物品：電気コードリール、テント、タープ、テーブル、椅子、クロス等 

【内容】 

・出店者による飲食品、農産物、雑貨等の販売 

・音楽演奏、ものづくり体験等参加型イベント 

・めむろプラニングによる飲食品、地場産品等の販売 

・アウトドアでの寛ぎ空間の提供（ハンモック、ブランコ、ソファ、ベンチ等） 

 

昨年は、１日平均延べ 150名、最大で 400名と、毎回多くの方が来場されました！※主催者調べ 

ご自身の町や事業の PRに、他市町村隊員との交流に、是非ご活用いただければと思っています。 

このイベントは、当法人が取りまとめます。 

ご興味のある地域おこし協力隊の隊員さんならびに OBOG さんには詳細の資料をお送りしますの

で、下記メールアドレスにご連絡ください！ 

 

○メールアドレス：info@qucurcus.or.jp 

 

芽室町で積極的に活動されているQucurcusさんの動きは、今後も目が離せません。 

興味のある方は、ぜひ、下記URLからホームページや SNSをご覧ください！ 

○ホームページ：https://qucurcus.or.jp/ 

○Facebook：https://facebook.com/Qucurcus 

まる Instagram：https://instagram.com/Qucurcus 

 

 

 

https://satonova.org/prospective/
https://www.facebook.com/saito.motomi
info@qucurcus.or.jp
https://qucurcus.or.jp/
https://facebook.com/Qucurcus
https://instagram.com/Qucurcus


【３】他の協力隊とつながりたい人必見！②きた北海道協力隊ネットワーク～「地域おこし協力隊向け
にオンラインサロンを開催します！」 

   

   北海道の地域おこし協力隊ネットワークの一つである「きた北海道協力隊ネットワーク」の事務 

局長さんから、イベント開催のご連絡をいただきました！ 

 

こんにちは！きた北海道協力隊ネットワークです！ 

きた北海道協力隊ネットワークでは今年度から新たに、道内で様々なミッションに取り組む地域

おこし協力隊の方々が気軽に意見交換をできる場を作ろうと考えました。 

そこで７月にオンラインサロンを開催します！ 

協力隊を続ける中で、思い悩んだり、将来に不安を抱えたり、相談できる人が身近にいなかった

りと、立場やミッションによってさまざまな悩みを抱えている方がいらっしゃるのではないでしょ

うか？ 

地域おこし協力隊の働き方は多様ですが、他の地域の協力隊の現状を知ることで視野が広くなっ

たり、自分自身を見つめるきっかけにもなるかと思います。また、協力隊どうしの横のつながりが

あることは精神的にも心強いはずです。 

オンラインサロンといっても気構えする必要はありません。 

飲み物片手に他の協力隊員とざっくばらんにお話しするだけです。 

ぜひお気軽にご参加ください。 

 

◯開催日時：令和 4年7月22日（金曜日）19:00～ 

◯参加費：無料 

◯参加資格：道内の地域おこし協力隊の方  々

◯会場：Zoomオンライン（開催中の出入りは自由） 

◯申込方法：Facebookの「きた北海道協力隊ネットワーク」ページでご案内します。 

      https://www.facebook.com/kkn.manager/ 

◯問い合わせ先：きた北海道協力隊ネットワーク事務局長 谷合（たにあい） 

メール：kkn.information@gmail.com 

        電 話：080-2747-5307 

※きた北海道協力隊ネットワークとは… 

「きた北海道協力隊ネットワーク」（通称KKN)は、2017年からスタートし、現役の地域おこし協

力隊が運営している団体です。地域おこし協力隊の連携強化を第一目標として、行政と地域の方々

を結ぶ団体として結成されました。 

メンバー募集中です。一緒に北海道の協力隊活動を盛り上げていきましょう！ 

 

広い北海道でもオンラインだったら、すぐに繋がれますね。道内の協力隊の方であれば地域に関

係なく、どなたでも参加できるそうなので興味のある方は、参加してみてください！ 

 

【４】起業を考えている方必見！総務省「地域おこし協力隊ビジネスサポート事業」募集開始！   

   総務省では、地域おこし協力隊員の活動の充実や地域への定住・定着を更に促進するため、地域

の課題解決や地域活性化に向けて、地方自治体の支援のもとで起業に取り組む隊員又は隊員 OB・

OG の取組を採択し、現地指導による支援等を行うとともに、隊員が起業に取り組む際のノウハウ

等の調査・分析を行い、全国に横展開することを目的として実施しています。 

 応募を希望される方は、北海道への提出〆切が７月 22 日（金）となっていますので、所属の自

治体を通じて申し込んでください。お待ちしています！ 

https://www.facebook.com/kkn.manager/
kkn.information@gmail.com


 

【５】地域おこし協力隊も参加しています！「ほっかいどう地域づくりチャレンジャーネットワーク」

の取組紹介！ 

北海道庁地域政策課では「ほっかいどう地域づくりチャレンジャーネットワーク」の取組を推

進しています。昨年度のイベントには、地域おこし協力隊員にも多くご参加いただきました！ 

今年度の開催情報は Facebookでもお知らせしていきます。ぜひフォローください！ 

https://www.facebook.com/hokkaido.challengernetwork/ 

 

○ほっかいどう地域づくりチャレンジャーネットワークとは？ 

 道内各地で意欲的に地域づくりにチャレンジしている若者を始めとする関係者の取組を支援し、

業種・地域を超えたネットワークづくりの場を提供するため、各振興局版と全道版の地域づくり交

流会を開催し、取組のレベルアップや新たな展開につなげ、地域が抱える課題の解決や特性を生か

した地域づくりを推進し、全道各地の地域力の底上げを図ることを目的としています。 

 

＜お願い＞ 

 北海道地域おこし協力隊メールマガジンでは、市町村、地域おこし協力隊など関係者の皆さん 

からの掲載記事を募集しています。 

 道内で活動中の皆さんの取組紹介でも構いません。他地域の皆さんの取組が情報共有、また様々

な連携に繋がっていくものと考えていますので、メールマガジンの積極的な活用をお願いします 

掲載を希望される方は、sogo.chisei1@pref.hokkaido.lg.jpまでご連絡ください。 
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 ◆発行    北海道 総合政策部 地域創生局 地域政策課 

 ◆住所    〒060-8588 札幌市中央区北3条西6丁目 

 ◆電話    011-204-5791（直通） 

 ◆FAX     011-232-1053 

 ◆御意見・お問い合わせ（当メールマガジンに関すること）    

        sogo.chisei1@pref.hokkaido.lg.jp  

◆登録変更、中止、バックナンバーはこちらから 

        http://www1.hokkaido-jin.jp/mail/magazine/ 

 ◆北海道地域おこし協力隊ホームページ 

        https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/ckk/68404.htm 

 ◆このメールマガジンに掲載された記事の無断転載を禁じます。 

 ◆このメールマガジンは等幅フォントで見ることをおすすめします。 
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